第３９課　　　アブラハムの死　(創25:1～11)
　　　　知恵のある人は３つのことをよく見なければなりません。個人の終わり、時代の終わり、地球の終わりがあることをはっきりと悟らなければなりません。アブラハムの死は多くのことを私たちに教えています。彼の死の教訓を調べてみましょう。
※アブラハムの死が教える教訓
１．人生は旅人であることを教えます
（１）創47:9
（２）イザ40:6～8
（３）創4:16～26　カインの子孫
（４）創5:6～32　セツからノアまで
（５）創9:1～29　ノアの子孫たち
（６）聖書には系図の話が多くあります
　　　①契約の民　　　　　　　　　　　②契約の外の民
２．アブラハムの略歴
（１）カルデヤの富豪
（２）カルデアから出て神様の指示によってカナンに到着（創12:1～9）
（３）エジプトに移りました（創12:10～20）
（４）カナンに戻りました（創13:1～13）
（５）財産の問題でロトと別れました（創13:14～18）
（６）戦争で勝利、捕虜を連れてきました（創14:14～24）
（７）神様の勲章を受けました（創15:1～6）
（８）イシュマエルを得ました（創16:1～16）
（９）御使いを迎えました（創18:1～4、19:1～2）
（１０）とりなしの祈り（創18:22、19:10）
（１１）イサクの出生（創21:1～8）
（１２）試練に合格しました（創22:1～13）
３．アブラハムの生涯を通して、神様は4つの目的を悟るようにされました
（１）個人　　　　　　　　　　　　　（２）子孫
（３）伝道　　　　　　　　　　　　　（４）宣教
